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敷 布 団 の 寝 心 地 評 価 と 寝 姿 勢 一体 圧 分 布 の 関 係

○嶋根歌子＊　黒田奈穂子＊　松山愛＊　斉藤栄一＊' 野村清志*'　清水亨＊*

(＊和洋女大、 ＊^(株)カメックス、＊' (株) コルマックス、＊' タカノ(株))

□i 茸~l　快適な睡眠を考える上で、敷寝具の構造をどのように設計するかは重要である。

本研究では、敷布団の構造と寝心地、寝姿勢及び体圧分散性との関係について検討した、

「ﾐ荊Wl　1. 使用した敷布団は、A:アクアビーズ（内部空洞のポリエチレン製プラスチッ

ク）、B:A＋綿パット、C:A＋腰部ﾋﾞｰｽﾞ増量、D:アクアビーズを芯にした羊毛混．E:D+腰部ﾋﾞ

ｰｽﾞ増量、F:綿ふとん(6kg）の６種。圧縮特性は精密万能試験機(AG2000B､ 円柱型φ50mni)

により圧縮した。2. 寝姿勢は、仰臥位の背面形状を石膏包帯法で採取し、三次元計測装

置によって解析した。3. 体圧は、局所体圧（φ20mmバルーン）と全身体圧分布（FSAシス

テム:厚さ0. 36itm、ベッドマット用シート状センサー）により臥床２分間経過後の数値を

読み取った。　4.寝心地は、シェッフェの一対比較法（中屋の変法）により官能量を評価

した。5. 被検者は。成人女子２名(a: 身長160cm、体重45kg、b:身長165cni、体重65kg）、

成人男子１名（c:身長163cin、体重63kg) である。ただし全身体圧は被検者a, cで行った。

「 罵菓
¬1.
布団Aは表面の波状形状が体表にも及び背面が不自然に押しつぷされた。布

団Fは身体各部が深く沈みこみ接触面積が増加した。布団Eはスムージングされた形状、

適度な沈みと適度な寝姿勢が保持された。2. 脊部、胸部、後頭が高い圧を示し、特に警

部の突出の大きな被検者aはこの部位の圧集中が認められた。3. 体圧が分散され、適度な

弾力性と硬さの布団Eが好まれ、硬い布団Aや沈みすぎる布団Fは悪い評価であった。

2Jp-3　　　　　　　　　 オゾンを利用したふとん乾燥機の殺菌効果

○上村元子　　杉光英俊＊　　 渕上　義文＊＊　中村智美＊＊

(山口大学　　 ＊徳山大学　　 ＊＊カンキ( 株))

目的：近年、高齢者や長期療養者の在宅看護の増加に伴い、特に、洗濯による再生が困難な寝具

類の殺菌、脱臭が大きな問題となっている。そこで。オゾンの殺菌と脱臭作用を利用し、小型オゾ

ン発生体を組み込んだふとん乾燥機の開発を試み、今回は、その殺菌効果について実験を行った。

方法：家庭用標準ふとん乾燥機およびオゾン発生装置付きふとん乾燥機( 吹き出しロオソン濃度

20℃｡60 ％において、0.17ppm 、0.34pDm)2 種。供試菌はグラム陽性球菌Staphylococcus aureus

IAMlOll 、グラム陰性禅菌Klebsiella pneumoniae IAM12015 、真菌Candida albicans

JCM9061.S.aureus とK.  pneumoniae の付着菌数は側地(4cmX4cni) 、中わた(0.2 g)ともに10'

~lO'cfu、C albicans はlO'cfu で、生存菌数の測定は混釈法、培養は24~48時間行った。実験用ふと

んは側地、中わた共に綿100 ％である。

結果：標準ふとん乾燥機作動時の敷ふとん内温度は中央部の上層で最も高く、60 分以後は約60 ℃

に至り90 分で終了する。ふとん底部では温度上昇の影響はほとんどなかった。布団内湿度は30 分で

急激に低下し90 分までの変化はなかった。実験用ふとん側地表面のオゾン濃度は30 分後、吹き出し

ロの約80 ％であった。これらの条件のもとオゾン添加と無添加乾燥では、K.  neumoniae はふとん側

地表面でオゾン添加で30 分後に死滅し、無添加では60 分後に死滅した。S. aureus とC. albicansは

側地表面においてオゾンによる菌数の減少が認められた。しかし、3菌種ともにふとん内部に至る効

果はなかった。オゾン単独の濃度増(0.34ppm) ではS. aureus への影響が大であった。

209


